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各      位 
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平成１９年１２月期中間（連結・単独）業績予想との差異 
及び通期（連結・単独）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成１９年１２月期(平成１９年１月１日～平成１９年１２月３１日)の業績予想について、平成１

９年４月２７日付当社「平成１９年１２月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）」にて発表いた

しました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 
１．平成１９年１２月期 連結業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成１９年１月１日～平成１９年６月３０日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） １２，５００ ３０５ １６４

今回修正（Ｂ） １２，２３２ １０ △３５

増減額（Ｂ－Ａ） △２６８ △２９５ △１９９

増 減 率 △２．１％ △９６．７％ －

 

(２) 修正理由 

売上高につきましては、当社グループの主力事業が属するオフィス用品業界のマーキングサプラ

イ品（プリンタ印字廻りの消耗品）市場におきましては、法人向けパソコンの出荷が低調に推移し

ている影響を受け、プリンタの販売は低迷し、消耗品でありますトナーカートリッジにおきまして

も、カラートナーカートリッジの伸長はあるもののモノクロトナーカートリッジの落込みをカバー

するには至らず当初予想を６億１９百万円下回る８０億５７百万円（当初予想比 7.1％減）となる

見込みであります。 

トナーカートリッジ以外の商品につきましては、OA 用紙、MRO 等の増加により当初予想を３
億５１百万円上回る４１億７５百万円（同 9.2％増）となる見込みであります。 

その結果、当中間期の連結売上高は、当初予想を２億６８百万円下回り１２２億３２百万円（同

2.1％減）となる見込みであります。 

経常利益につきましては、企業間での激しい価格競争等による売上総利益率の低下により売上総

利益が押し下げられたことに加え、業界内での自然淘汰がさらに進むことが懸念される状況におい

て債権に対する貸倒引当金を積み増したことにより、販売費及び一般管理費が大幅に増加し、結果

として経常利益は当初予想を２億９５百万円下回り１０百万円（同 96.7％減）となる見込みであり

ます。 

中間純損益につきましては、平成１９年６月４日付「債権の取立不能または取立遅延のおそれに

関するお知らせ」にて開示しております通り、当中間期において、民事再生法手続開始の申立てを

行った取引先に対する債権について、貸倒引当金として回収不能見込額の全額を特別損失に計上し

たことにより、当初予想を１億９９百万円下回り３５百万円の損失となる見込みであります。 



 

 

(３) 通期（平成１９年１月１日～平成１９年１２月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ２６，１００ ６９４ ３８４

今回修正（Ｂ） ２４，５４０ ３４６ １５６

増減額（Ｂ－Ａ） △１，５６０ △３４８ △２２８

増 減 率 △６．０％ △５０．１％ △５９．４％

 

(４) 修正理由 

売上高につきましては、上期同様モノクロトナーの減少が見込まれるため、カラートナー、その

他の商品の売上高の増加を考慮しても当初予想との比較におきましては、１５億６０百万円下回る

２４５億４０百万円（当初予想比 6.0％減）と見込んでおります。 

経常利益につきましては、売上高の減少ならびに上期の売上総利益率の低迷により売上総利益が

大幅に減少し、当初予想を３億４８百万円下回る３億４６百万円（同 50.1％減）となる見通しです。 

当期純利益につきましては、上記の理由により、当初予想を２億２８百万円下回る１億５６百万

円（同 59.4％減）となる見通しです。 

 

(５) ご参考：前期の実績（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
中間期（１／１～６／３０） １１，８２２ ２６７ １５２
通 期（１／１～１２／３１） ２４，９０１ ４７６ ３４７

 

 

２．平成１９年１２月期 単独業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成１９年１月１日～平成１９年６月３０日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） １２，０００ ２９９ １７８

今回修正（Ｂ） １１，８３３ ４９ １５

増減額（Ｂ－Ａ） △１６７ △２５０ △１６３

増 減 率 △１．４％ △８３．６％ △９１．６％

 

(２) 修正理由 

前記「１．平成１９年１２月期 連結業績予想の修正等 （２）修正理由」と同様の理由により、

売上高につきましては、当初予想を１億６７百万円下回る１１８億３３百万円（当初予想比 1.4％

減）、経常利益につきましては、当初予想を２億５０百万円下回る４９百万円（同 83.6％減）、中間

純利益につきましては、当初予想を１億６３百万円下回る１５百万円（同 91.6％減）となる見込み

であります。 

 

(３) 通期（平成１９年１月１日～平成１９年１２月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ２５，０００ ６２４ ３７０

今回修正（Ｂ） ２３，５００ ３２３ １８１

増減額（Ｂ－Ａ） △１，５００ △３０１ △１８９

増 減 率 △６．０％ △４８．２％ △５１．１％

 

 

 

 



 

 

(４) 修正の理由 

前記「１．平成１９年１２月期 連結業績予想の修正等 （４）修正理由」と同様の理由により、

売上高につきましては、当初予想を１５億円下回る２３５億円（当初予想比 6.0％減）、経常利益に

つきましては、当初予想を３億１百万円下回る３億２３百万円（同 48.2％減）、当期純利益につき

ましては、当初予想を１億８９百万円下回る１億８１百万円（同 51.1％減）となる見込みでありま

す。 

 

 (５) ご参考：前期の実績（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
中間期（１／１～６／３０） １１，７３９ ２８６ １７４
通 期（１／１～１２／３１） ２４，３５４ ５１９ ３１７

 

 

 

(注) 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の

決算数値は、上記予想と異なる場合がございます。 

 

 

 

以   上 


